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新しい市議会の構成、決まる
３１年度一般会計予算を可決！
　　　　　諸課題に積極的に対応
代表、一般質問で15人が市政を問う 表紙写真を一般募集しています。

裏表紙をご覧ください。

● 初夏の園（赤塚山公園）
● 平成30年６月２日撮影　
   加藤甲子雄（東曙町）
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副議長

早 川 喬 俊
議会選出監査委員

堀 内 重 佳

新しい市議会の構成
●５月１3日に開催された臨時会において、議長を始め、新しい役割が決まりました。

質問席

演壇
議長

本会議の議席

横田 佐々木 木本 加藤 大場 遠山

中村浩 星川 浦野 佐藤 安間

榊原 冨田 山本 松下 野本 柴田輝

今泉 中村直 鈴木 太田

中川 柴田訓井川堀 内

神谷 奥澤

倉橋 八木

早川

加藤　典子、木本　朗善、佐々木和美、横田　光正、
奥澤　和行、神谷謙太郎、浦野　隼次、星川　博文、
中村　浩之、早川　喬俊、堀内　重佳、柴田　輝明、
野本　逸郎、松下　広和、山本　和美、冨田　　潤、
榊原　洋二、太田　直人、鈴木　義章、中村　直巳、
今泉　淳乙

■とよかわ未来（21人）

柴田　訓成、中川　雅之、井川　郁恵
■公明党市議団（3人）

安間　寛子、佐藤　郁恵
■日本共産党豊川市議団（2人）

遠山　　剛、大場　昌克、八木　月子、倉橋　英樹
■１人会派（4人）

会　派
　議会運営委員会は、議長の諮問的な機関であり、議
会運営全般にわたって舵取りする機関です。
　その構成は、各会派の議員数に応じて選出され、委
員定数は、条例により９人と定められています。

　東三河広域連合及びまち・ひと・しごと創生総合戦略
を調査項目として設置された委員会です。

議会運営委員会

政策課題調査特別委員会

委 員 長
副 委 員 長
委 　 　 員

柴田　輝明
今泉　淳乙
安間　寛子、神谷謙太郎、浦野　隼次
星川　博文、中村　浩之、井川　郁恵
中村　直巳

委 員 長
副 委 員 長
委 　 　 員

冨田　　潤
中川　雅之
大場　昌克、加藤　典子、木本　朗善、
佐々木和美、横田　光正、安間　寛子、
奥澤　和行、柴田　輝明、野本　逸郎
山本　和美、榊原　洋二、中村　直巳

　この度、豊川市議
会議長の重責を拝命
致しました。
　全身全霊を投じて
職務を全うして参り
ます。
　本年４月には豊川
市議会議員選挙が行
われ、議会も新たな
メンバーでスタートしました。女性議員
が２名増え６名になり、より多彩な議論
が期待できることと思います。議員一人
ひとりがそれぞれ有権者から選ばれた立
場であることを深く認識致し、皆様の声
に真摯に耳を傾け、活発な議論が展開さ
れる議会を目指して参ります。
　常に「市民の為」を心に留意して、節
度と活力に満ちた議会運営に努めて参り
ます。

就任あいさつ

議長
松 下 広 和
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常 任 委 員 会
◎委員長・○副委員長

広範多岐にわたり、しかも専門化、高度化していく地方公共団体の事務を合理的、能率的に調査し、
審査するために常設している市議会内の部門別の委員会

早川　喬俊、鈴木　義章、倉橋　英樹、山本　和美
佐藤　郁恵、◎浦野　隼次、○冨田　　潤、井川　郁恵

総
務
委
員
会

秘書課、人事課、企画政策課、情報
システム課、防災対策課

行政課、財政課、契約検査課、財産管
理課、市民税課、収納課、資産税課

総務課、予防課、通信指令課、消防署

○企画部

○総務部

○消防本部

○他の委員会の所管に属さない事項

所管

野本　逸郎、中村　直巳、安間　寛子、八木　月子
佐々木和美、◎星川　博文、○中川　雅之、加藤　典子

福
祉
委
員
会

福祉課、介護高齢課、保険年金課

子育て支援課、保育課、保健センター

診療局、診療技術局、看護局、事務局
（庶務課、医事課、経営企画室）ほか

○福祉部

○子ども健康部

○市民病院

所管

榊原　洋二、遠山　　剛、木本　朗善
太田　直人、◎神谷謙太郎、○柴田　訓成、松下　広和

市
民
文
教
委
員
会

市民課、市民協働国際課、人権交通
防犯課、文化振興課、一宮支所、
音羽支所、御津支所、小坂井支所

庶務課、学校教育課、生涯学習課、
スポーツ課、学校給食課、中央図書館

○市民部

○教育委員会

所管

堀内　重佳、今泉　淳乙、大場　昌克
横田　光正、◎中村　浩之、○柴田　輝明、奥澤　和行

産
業
建
設
委
員
会

企業立地推進課、農務課、商工観光
課、環境課、清掃事業課

道路河川管理課、道路建設課、建築
課

都市計画課、公園緑地課、区画整理課

下水管理課、下水整備課、水道業務課、
水道整備課

○産業環境部

○建設部

○都市整備部

○上下水道部

所管
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※会派別賛否の状況については、７、８ページの議決状況の一覧でご確認ください。

自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
21.4億円 3.4%諸収入

35.4億円 5.7%

使用料など
24.2億円 3.9%

市債29.9億円
4.8%

３１年度一般会計予算を可決！３１年度一般会計予算を可決！

ここが聞きたい！３1年度予算

市
の
ま
ち
づ
く
り
が
国
や
大
企
業
の

言
い
な
り
で
い
い
の
か

　31
年
度
予
算
の
認
識
は
。

　

定
住
・
交
流
施
策
や
子
育
て

支
援
施
策
を
重
点
に
、第
６
次

総
合
計
画
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
地
方
創
生
の
実
現
に
よ
り
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社

会
の
到
来
に
立
ち
向
か
う
予

算
と
し
た
。国
県
支
出
金
の
活

用
や
繰
入
金
の
積
極
的
な
計

上
で
、市
債
を
抑
制
し
財
政
健

全
化
に
配
慮
し
な
が
ら
多
く

の
課
題
に
対
応
す
る
。

　普
通
建
設
事
業
費
の
状
況

は
。

　

前
年
度
と
比
べ
減
少
し
て

い
る
が
、直
近
６
年
間
の
平
均

と
比
較
し
て
大
き
な
規
模
で

あ
る
。主
な
事
業
は
、防
災
セ

ン
タ
ー
や
小
坂
井
地
域
交
流

会
館（
仮
称
）整
備
事
業
、小

坂
井
東
小
学
校
校
舎
改
修
事

業
な
ど
で
、民
間
保
育
所
建
設

費
補
助
や
大
木
・一
宮
西
部
保

育
園
統
合
事
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
整
備
を
行
う
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

　主
に
社
会
保
障
関
係
費
で

構
成
す
る
民
生
費
の
動
向
は
。

　

前
年
度
比
３
億
７
千
万
円
、

1.4
％
の
増
。30
年
度
は
介
護
保

険
事
業
移
行
に
係
る
臨
時
の

拠
出
金
が
６
億
５
千
８
百
万

円
計
上
し
て
い
た
た
め
、実
質

的
に
10
億
円
以
上
の
増
加
で

あ
る
。少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
増
加
傾
向
が
続
い
て
お

り
、一
般
財
源
も
引
き
続
き
増

加
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　基
金
を
積
み
立
て
る
の
で

は
な
く
、積
極
的
に
使
う
考
え

は
。

　

当
初
予
算
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
事
業
な
ど
へ
、留
保
財

源
を
補
正
予
算
と
し
て
積
極

的
に
追
加
し
て
い
る
。さ
ら
に

年
度
末
に
留
保
財
源
が
あ
る

場
合
は
、必
要
に
応
じ
基
金
へ

積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
。継

続
的
に
負
担
が
発
生
す
る
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
は
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

一般会計予算案に対する各会派の総括質疑予算特別委員会予算特別委員会

賛
　成

反
　対

　
用
途
地
域
変
更
に
よ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
進
出
を
誘
導
し
、

旧
３
町
の
文
化
会
館
を
廃
止
し
て
１
０
０
億
円
規
模
の
文
化
会

館
を
建
設
す
る
動
き
は
、
市
内
の
商
業
を
守
れ
る
の
か
、
市
内

の
小
売
店
等
の
廃
業
に
よ
り
住
み
に
く
い
地
域
が
広
が
ら
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
利
用
の
当
事
者
で

あ
る
市
民
に
廃
止
の
是
非
を
問
う
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

今
か
ら
で
も
調
査
し
て
市
民
の
意
向
を
諮
る
べ
き
で
あ
る
。
多

す
ぎ
る
基
金
残
高
の
利
用
の
求
め
に
は
、
後
年
度
に
負
担
が
生

じ
る
事
業
に
は
使
わ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
保
育
園
の
遊
具
修

理
な
ど
単
年
度
負
担
の
も
の
も
後
回
し
に
し
て
お
り
、
基
金
は

今
後
の
大
型
開
発
に
係
る
費
用
で
は
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
設

楽
ダ
ム
建
設
が
必
要
な
理
由
は
、
利
水
、
治
水
、
地
元
雇
用
面

か
ら
見
て
も
全
く
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

防
災
や
子
育
て
な
ど
諸
課
題
に
積
極
的
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る

　
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
や
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
施

策
を
計
上
し
、
諸
課
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
の
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
防
災
対
策
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
全

小
中
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
、
子
育
て
支

援
で
は
、
保
育
所
の
空
調
整
備
や
保
育
所
入
所
予
約
制
度
の
枠

を
拡
充
し
、
働
く
女
性
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

定
住
・
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
、
人
を
呼
び
込
む
施
策
が
多

面
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
や
行
財
政
運
営
の
適
正
化
、
効
率
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

歳
入
で
は
、
で
き
る
限
り
借
り
入
れ
を
抑
制
し
財
政
健
全
化
に

努
め
、
基
金
も
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
多
く
の
課
題
に
積
極

的
に
対
応
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　未設置の保育室等に空調設備を設
置し、保育環境の向上を図る。また、
費用の一部はクラウドファンディン
グの支援を受けて実施。

　来園者の安全で快適な利用環境と、
公園の魅力を向上させるため、再整
備を検討。また、民間の力を活用し、
まちの賑わいや地域活性化を図る。

　教育のＩＣＴ活用指導力の向上や
児童のＩＣＴ利活用を支援するため、
ＩＣＴ教育支援員を配置。

３1年度一般会計予算 本会議
討　論

諸課題に積極的に対応諸課題に積極的に対応
31年度 一般会計予算

一般会計・特別会計・企業会計の

総額1,119億7,196.4万円

622億9,000万円

保育環境対策事業 赤塚山公園整備事業 ＩＣＴ教育支援員配置事業
265.1万円3,605.0万円3,832.6万円

国・県支出金
128.8億円
20.7%

交付金・譲与税
51.8億円 8.3%

地方交付税
43.0億円
6.9%

59.3%

40.7%

歳 出 歳 入

衛生費
53.3億円
8.5%

土木費
39.2億円
6.3%

教育費
54.7億円
8.8%

公債費
50.2億円
8.1%

商工費
23.3億円
3.7%

総務費
67.6億円
10.9%

消防費
33.0億円 

5.3%

その他11.0億円 1.8%

諸支出金21.9億円 3.5%

※31年度より公共下水道事業及び農業集落排水事業は企業会計
　の下水道事業へ変更。

（前年度比 ＋2.4％）

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 取 得

１億9,670万円
４億3,660万円
8,110万円

153億7,440万円
24億   230万円
２億9,300万円

（△53.2％）
（＋25.6％）
（△30.7％）
（△ 4.4％）
（＋ 0.8％）
（　 　0％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業
　 計 　

80万円
300万円
400万円
1,070万円

188億      260万円

（△20.0％）
（＋15.4％）
（＋ 8.1％）
（＋ 4.9％）
（△23.3％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

水 道 事 業
下 水 道 事 業
病 院 事 業
　 計 　

 51億3,378.7万円
 74億3,876.7万円
183億  681.0万円
308億7,936.4万円

（＋ 4.7％）
（ 皆  　増 ）
（＋ 1.8％）
（＋34.9％）

企業会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

民生費
268.7億円
43.1%

市税
288.4億円
46.3%

主な事業

原案可決
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※会派別賛否の状況については、７、８ページの議決状況の一覧でご確認ください。

自
主
財
源

依
存
財
源

繰入金
21.4億円 3.4%諸収入

35.4億円 5.7%

使用料など
24.2億円 3.9%

市債29.9億円
4.8%

３１年度一般会計予算を可決！３１年度一般会計予算を可決！

ここが聞きたい！３1年度予算

市
の
ま
ち
づ
く
り
が
国
や
大
企
業
の

言
い
な
り
で
い
い
の
か

　31
年
度
予
算
の
認
識
は
。

　

定
住
・
交
流
施
策
や
子
育
て

支
援
施
策
を
重
点
に
、第
６
次

総
合
計
画
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
地
方
創
生
の
実
現
に
よ
り
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社

会
の
到
来
に
立
ち
向
か
う
予

算
と
し
た
。国
県
支
出
金
の
活

用
や
繰
入
金
の
積
極
的
な
計

上
で
、市
債
を
抑
制
し
財
政
健

全
化
に
配
慮
し
な
が
ら
多
く

の
課
題
に
対
応
す
る
。

　普
通
建
設
事
業
費
の
状
況

は
。

　

前
年
度
と
比
べ
減
少
し
て

い
る
が
、直
近
６
年
間
の
平
均

と
比
較
し
て
大
き
な
規
模
で

あ
る
。主
な
事
業
は
、防
災
セ

ン
タ
ー
や
小
坂
井
地
域
交
流

会
館（
仮
称
）整
備
事
業
、小

坂
井
東
小
学
校
校
舎
改
修
事

業
な
ど
で
、民
間
保
育
所
建
設

費
補
助
や
大
木
・一
宮
西
部
保

育
園
統
合
事
業
な
ど
幅
広
い

分
野
で
整
備
を
行
う
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

　主
に
社
会
保
障
関
係
費
で

構
成
す
る
民
生
費
の
動
向
は
。

　

前
年
度
比
３
億
７
千
万
円
、

1.4
％
の
増
。30
年
度
は
介
護
保

険
事
業
移
行
に
係
る
臨
時
の

拠
出
金
が
６
億
５
千
８
百
万

円
計
上
し
て
い
た
た
め
、実
質

的
に
10
億
円
以
上
の
増
加
で

あ
る
。少
子
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
増
加
傾
向
が
続
い
て
お

り
、一
般
財
源
も
引
き
続
き
増

加
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　基
金
を
積
み
立
て
る
の
で

は
な
く
、積
極
的
に
使
う
考
え

は
。

　

当
初
予
算
で
対
応
で
き
な

か
っ
た
事
業
な
ど
へ
、留
保
財

源
を
補
正
予
算
と
し
て
積
極

的
に
追
加
し
て
い
る
。さ
ら
に

年
度
末
に
留
保
財
源
が
あ
る

場
合
は
、必
要
に
応
じ
基
金
へ

積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
。継

続
的
に
負
担
が
発
生
す
る
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
は
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

一般会計予算案に対する各会派の総括質疑予算特別委員会予算特別委員会

賛
　成

反
　対

　
用
途
地
域
変
更
に
よ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
進
出
を
誘
導
し
、

旧
３
町
の
文
化
会
館
を
廃
止
し
て
１
０
０
億
円
規
模
の
文
化
会

館
を
建
設
す
る
動
き
は
、
市
内
の
商
業
を
守
れ
る
の
か
、
市
内

の
小
売
店
等
の
廃
業
に
よ
り
住
み
に
く
い
地
域
が
広
が
ら
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
利
用
の
当
事
者
で

あ
る
市
民
に
廃
止
の
是
非
を
問
う
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

今
か
ら
で
も
調
査
し
て
市
民
の
意
向
を
諮
る
べ
き
で
あ
る
。
多

す
ぎ
る
基
金
残
高
の
利
用
の
求
め
に
は
、
後
年
度
に
負
担
が
生

じ
る
事
業
に
は
使
わ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
保
育
園
の
遊
具
修

理
な
ど
単
年
度
負
担
の
も
の
も
後
回
し
に
し
て
お
り
、
基
金
は

今
後
の
大
型
開
発
に
係
る
費
用
で
は
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
設

楽
ダ
ム
建
設
が
必
要
な
理
由
は
、
利
水
、
治
水
、
地
元
雇
用
面

か
ら
見
て
も
全
く
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

防
災
や
子
育
て
な
ど
諸
課
題
に
積
極
的
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
で
あ
る

　
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
や
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
施

策
を
計
上
し
、
諸
課
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
の
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
防
災
対
策
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
全

小
中
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
、
子
育
て
支

援
で
は
、
保
育
所
の
空
調
整
備
や
保
育
所
入
所
予
約
制
度
の
枠

を
拡
充
し
、
働
く
女
性
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

定
住
・
交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
、
人
を
呼
び
込
む
施
策
が
多

面
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
や
行
財
政
運
営
の
適
正
化
、
効
率
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

歳
入
で
は
、
で
き
る
限
り
借
り
入
れ
を
抑
制
し
財
政
健
全
化
に

努
め
、
基
金
も
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
多
く
の
課
題
に
積
極

的
に
対
応
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　未設置の保育室等に空調設備を設
置し、保育環境の向上を図る。また、
費用の一部はクラウドファンディン
グの支援を受けて実施。

　来園者の安全で快適な利用環境と、
公園の魅力を向上させるため、再整
備を検討。また、民間の力を活用し、
まちの賑わいや地域活性化を図る。

　教育のＩＣＴ活用指導力の向上や
児童のＩＣＴ利活用を支援するため、
ＩＣＴ教育支援員を配置。

３1年度一般会計予算 本会議
討　論

諸課題に積極的に対応諸課題に積極的に対応
31年度 一般会計予算

一般会計・特別会計・企業会計の

総額1,119億7,196.4万円

622億9,000万円

保育環境対策事業 赤塚山公園整備事業 ＩＣＴ教育支援員配置事業
265.1万円3,605.0万円3,832.6万円

国・県支出金
128.8億円
20.7%

交付金・譲与税
51.8億円 8.3%

地方交付税
43.0億円
6.9%

59.3%

40.7%

歳 出 歳 入

衛生費
53.3億円
8.5%

土木費
39.2億円
6.3%

教育費
54.7億円
8.8%

公債費
50.2億円
8.1%

商工費
23.3億円
3.7%

総務費
67.6億円
10.9%

消防費
33.0億円 

5.3%

その他11.0億円 1.8%

諸支出金21.9億円 3.5%

※31年度より公共下水道事業及び農業集落排水事業は企業会計
　の下水道事業へ変更。

（前年度比 ＋2.4％）

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 取 得

１億9,670万円
４億3,660万円
8,110万円

153億7,440万円
24億   230万円
２億9,300万円

（△53.2％）
（＋25.6％）
（△30.7％）
（△ 4.4％）
（＋ 0.8％）
（　 　0％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業
　 計 　

80万円
300万円
400万円
1,070万円

188億      260万円

（△20.0％）
（＋15.4％）
（＋ 8.1％）
（＋ 4.9％）
（△23.3％）

特別会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

水 道 事 業
下 水 道 事 業
病 院 事 業
　 計 　

 51億3,378.7万円
 74億3,876.7万円
183億  681.0万円
308億7,936.4万円

（＋ 4.7％）
（ 皆  　増 ）
（＋ 1.8％）
（＋34.9％）

企業会計
会　　計　　名 31年度当初（前年度比）

民生費
268.7億円
43.1%

市税
288.4億円
46.3%

主な事業

原案可決
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本会議の状況

議案　議審
　３月定例会は、２月20日から３月19日までの28日間を会期として開かれました。31年度予算を
始めとした38議案のほか、同意６件、報告２件が提出されました。そのほか、請願１件、議発１件、
意見書１件が審議されました。また、15名が代表・一般質問を行いました。

３０年度一般会計補正予算（第６号、第７号）

〇情報システム共通運営費（１億4,833万円追加）
　災害等による停電対策のための非常用蓄電池などを設置するもの
〇文化施設整備基金積立金（８億円追加）
　文化施設の整備のため、積立金を追加するもの
〇障害者自立支援事業費（１億9,791.6万円追加）
　利用実績の増加に伴い、障害福祉サービス費を追加するもの
〇防災基金積立金（２億円追加）
　大規模災害が発生した場合に備え、応急対応、復旧等が迅速かつ円滑に進められる
　よう防災基金を設置し、積立金を追加するもの
〇学校環境対策事業費（１億8,700万円追加）
　国の補正予算を活用し、豊川小学校始め５校のトイレ改修工事を追加するもの

条例の一部改正

〇個人情報保護条例の一部改正
　行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律が一部改正され、個人識別符号の明確化と、取扱いに
　特に配慮を要する個人情報として要配慮個人情報の定義が追加されたことから、同様の改正を行うもの
〇使用料条例の一部改正
　豊川市ふれあいセンター食堂の廃止に伴い、その行政財産の目的外使用に係る使用料を廃止するもの
〇保育所条例の一部改正
　保育所に置く課長補佐級職員の統括園長と係長級職員の園長を全て課長補佐級職員の園長とするため、
　統括園長を廃止し職員体制の強化を図るもの
〇市営住宅条例の一部改正
　老朽化した萩住宅の入居者が他の市営住宅に移転する場合の家賃負担を軽減する特例措置を講ずるとと
　もに、入居者の移転が完了した富士見台住宅を廃止するもの
〇病院事業の設置等に関する条例の一部改正
　心臓血管外科医療に係る診療体制が整備されたことに伴い、診療科目を追加するもの

全て
原案可決

全て
原案可決

議員が提案した議案

①

①議発
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■3月定例会 未来―とよかわ未来（17）　清風―清風会（5）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）
無会派―1人会派（2）　※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。　

議 　 案 　 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未来 公明 共産 無会派清風

議決状況の一覧

１

２

３

４

５

31年度一般会計予算

31年度豊川西部土地区画整理事業特別会計予算

31年度豊川駅東土地区画整理事業特別会計予算

31年度公共駐車場事業特別会計予算

31年度国民健康保険特別会計予算

可決

可決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

条例の制定

〇森林環境保全基金条例の制定
　森林の整備及び森林環境の保全を推進するために基金を設置し、森林環境譲与税を後年度における
　事業費用にも充てるために留保し、基金に積み立てることができるようにするもの
〇防災基金条例の制定
　災害復旧等に特化した基金を設置し、防災に関する事業の推進を図るとともに、災害発生時に迅速か
　つ効果的に活用できる環境を整備するもの
〇スポーツ公園施設の管理に関する条例の制定
　豊川市スポーツ公園の一部の供用開始に伴い、公園内に設けるサッカー場とソフトボール場を管理する
　ことについて、必要な事項を定めるもの

全て
原案可決

○賛成、×反対

農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

【
請
願
者
】
ひ
ま
わ
り
農
業
協
同
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長
　
権
田
　
晃
範

【
請
願
の
要
旨
】

　
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
は
、
営
農
関
連
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
々
の
生
活
を
支
え

る
事
業
を
展
開
し
、
市
民
の
生
活
基
盤

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
政
府
は
２
０
１
９
年
５
月
末
ま
で
を

農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
に
設
定
し
、

地
域
農
協
組
織
の
信
用
事
業
の
農
林
中

金
等
へ
の
譲
渡
等
の
改
革
を
促
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
改
正
農
業
協
同
組
合
法
附
則

で
は
、
２
０
２
１
年
３
月
末
ま
で
に
、

農
協
制
度
や
准
組
合
員
利
用
規
制
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
、
結
論
を
得
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
、
農
家
所

得
の
向
上
を
最
重
点
目
標
と
し
て
自
己

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後

進
め
ら
れ
る
改
革
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

農
業
振
興
や
地
域
振
興
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、

政
府
、
国
会
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
の
判
断
に

基
づ
く
改
革
を
進
め
る
よ
う
農
協
改
革

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も

の
で
す
。

採　択

【
意
見
書
の
要
旨
】

　
本
市
の
農
業
は
、
温
暖
な
気
候
や
豊

か
な
水
資
源
な
ど
の
自
然
環
境
の
下
、

農
業
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、

地
域
経
済
の
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、

市
民
に
新
鮮
な
食
料
や
良
好
な
景
観
等

を
提
供
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
は
、
営
農
関
連
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
々
の
生
活
を
支
え

る
事
業
を
展
開
し
、
市
民
の
生
活
基
盤

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
本
市
の
社
会
経
済
上
な
く
て
は
な

ら
な
い
組
織
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
が
進
め
る
改

革
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
の
機
能

発
揮
が
十
分
に
行
え
な
く
な
り
、
農
業

振
興
や
地
域
振
興
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
国
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
信

用
事
業
譲
渡
及
び
准
組
合
員
利
用
規
制

の
導
入
は
、
Ｊ
Ａ
の
主
権
者
た
る
組
合

員
の
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】

　衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創

生
、
規
制
改
革
、
男
女
共
同
参
画
）

原案可決

農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
書
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報告１、２については、報告のみで採決はありません。

報告２、３については、報告のみで採決はありません。

■5月臨時会 未来―とよかわ未来（21）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）
無会派―1人会派（４）　※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。　

６

７

８

９

10
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12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

　　
　　

31　

32　

33　

34　

35　

36　

37　

38　

31年度後期高齢者医療特別会計予算

31年度土地取得特別会計予算

31年度一宮財産区管理事業特別会計予算

31年度赤坂財産区管理事業特別会計予算

31年度長沢財産区管理事業特別会計予算

31年度萩財産区管理事業特別会計予算

31年度水道事業会計予算

31年度下水道事業会計予算

31年度病院事業会計予算

30年度一般会計補正予算（第６号）

30年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

30年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

30年度土地取得特別会計補正予算（第１号）

30年度水道事業会計補正予算（第１号）

個人情報保護条例の一部改正

市職員定数条例の一部改正

市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部改正

使用料条例の一部改正

保育所条例の一部改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

遺児の育成をはかる手当条例の一部改正

母子・父子家庭医療費支給条例の一部改正

廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正

市営住宅条例の一部改正

水道事業の布設工事監督者の配置及び資格並びに水道技術管理者の資格に関する　　
条例の一部改正

病院事業の設置等に関する条例の一部改正

森林環境保全基金条例の制定

防災基金条例の制定

スポーツ公園施設の管理に関する条例の制定

市道路線の廃止

市道路線の認定

新市建設計画の変更

30年度一般会計補正予算（第７号）

請願19

同意１

同意２

同意３

同意４

同意５

同意６

報告１

報告２

議発１

意見１

農協改革に関する意見書の提出を求める請願

教育委員会の委員の任命同意

赤坂財産区の財産区管理委員の選任同意

赤坂財産区の財産区管理委員の選任同意

長沢財産区の財産区管理委員の選任同意

萩財産区の財産区管理委員の選任同意

萩財産区の財産区管理委員の選任同意

損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

変更契約の締結に関する専決処分の報告

市議会委員会条例の一部改正

農協改革に関する意見書の発議

固定資産評価員の選任同意

監査委員の選任同意

市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認

損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告

変更契約の締結に関する専決処分の報告

議 　 案 　 名
会 派 別 賛 否 状 況 議 決

結 果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

同意

同意

同意

同意

同意

同意

報告

報告

可決

可決

未来 公明 共産 無会派
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
―
―
○
○

清風

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
―
―
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
―
―
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
―
―
○
○

×
〇
○
○
○
○
×
×
〇
×
○
○
○
○
×
〇
〇
〇
〇
〇
〇
○
〇
×

〇
×
×
〇
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
―
―
○
○

○ ○ ○ 可決

１

同意１

同意２

報告１

報告２

報告３　

議 　 案 　 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未来 公明 共産 無会派
可決

同意

同意

承認

報告

報告

30

学校給食センター食缶前処理機・システム食缶洗浄機の取得

○賛成、×反対

○

○

○

○

―

―

○

○

○

○

―

―

○

○

○

○

―

―

○

○

○

○

―

―

本会議の状況
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市政を問う！
「３１年度施政方針並びに予算案大綱」
「地方創生の考え」
「３１年度施政方針並びに予算案大綱」
「３１年度施政方針並びに予算案大綱」
「消費税率１０％への増税が前提になっている３１年度豊川市予算案」「幼児教育の保育の無償化」
「八幡駅周辺の用途地域変更のための都市計画審議会の延期、中止の考え」「子育てするなら豊川市
　といわれるまち」
「中心市街地諏訪地区」「本市のまちづくり観光への取り組み」
「暫定用途地域解消の取り組み」「介護予防事業の中の運動器機能向上教室」「保育所入所予約
事業」

「豊川市の工業」
「お墓と行政の関わり」
「豊川公園の施設再配置」
「本市のシティセールス」
「虐待予防の子育て支援と里親制度」
「名古屋大学用地内の豊川海軍工廠遺構の保存」
「高齢者など交通弱者が安心して暮らせる、公共
　交通の充実と移動支援」
「インフルエンザ」「幼児教育無償化」
「寄附文化の醸成」
「牛久保の『まちづくり』」

代 表・一 般 質問
早川　喬俊

堀部　賢一
井川　郁恵
佐藤　郁恵

石原　政明
大野　良彦

神谷謙太郎
中村　直巳
小林　琢生
太田　直人
八木　月子
安間　寛子

浦野　隼次
倉橋　英樹
柴田　輝明

　各会派から１名代表して、市長の予算案大綱説明及び所信表明・施政方針に対して質問することです。質問時間
の制限はなく、一括方式(質問回数３回)で行っています。

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問することで
す。質問時間は30分（答弁の時間は除く）で、一括方式(質問回数３回)または、一問一答方式(質問回数無制限)で
行っています。
　ここに掲載した代表・一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開するインターネッ
ト中継（録画）、会議録をご覧ください。

代 表 質 問 と は ？

一 般 質 問 と は ？

【
問
】
31
年
度
予
算
編
成

で
特
に
留
意
し
た
点
や
特

徴
、
重
点
施
策
は
。

【
答
】
子
育
て
す
る
な
ら

豊
川
市
と
言
わ
れ
る
ま
ち

と
し
て
、
保
育
所
や
小
中

学
校
へ
の
空
調
設
備
の
設

置
、
英
語
指
導
助
手
の
増

員
な
ど
を
特
に
意
識
し
た
。

【
問
】
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
は
。

【
答
】
有
利
な
市
債
を
厳

選
し
計
画
的
に
借
り
入
れ
、

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を

上
回
る
一
般
会
計
市
債
残

高
の
削
減
を
目
指
す
。
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
、
積
極
的
な
財

源
確
保
に
も
取
り
組
む
。

【
問
】
次
期
総
合
戦
略
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
を
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
る
か
。

【
答
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
指
標

と
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
等

と
関
連
性
を
持
た
せ
、
積

極
的
な
指
標
管
理
を
行
い
、

他
市
町
村
と
の
比
較
検
討

な
ど
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
げ
る
た

め
に
、
次
期
総
合
戦
略
に

は
積
極
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

要
素
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

31
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

と
よ
か
わ
未
来
代
表
　
早
川
喬
俊

② SDGs（Sustainable Development Goals）
　2015 年 9 月の国連サミットで採択され
た「持続可能な開発のための 2030 アジェ
ンダ」に記載された国際目標のことで、持
続可能な世界を実現するため 17 のゴール
と 169 のターゲットから構成されている。
③ KPI（Key Performance Indicators）
　重要業績評価指標のこと。

②

③
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【
問
】
都
市
計
画
道
路
等

の
見
直
し
が
さ
れ
た
が
、

40
年
以
上
未
着
手
事
業
が

大
半
で
あ
る
。
今
後
の
事

業
展
開
の
考
え
方
は
。

【
答
】
未
整
備
路
線
・
区

間
の
整
備
時
期
と
決
定
過

程
を
明
ら
か
に
す
る
都
市

計
画
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
計
画
的
、
効

率
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。

【
問
】
都
市
計
画
道
路
事

業
化
の
実
際
の
責
任
部
署

と
途
中
経
過
を
市
民
に
知

ら
せ
る
た
め
の
方
策
は
。

【
答
】
道
路
建
設
課
の
担

当
業
務
で
あ
り
、
今
後
も

主
体
と
な
っ
て
関
連
部
署

と
連
携
し
途
中
経
過
の
状

況
報
告
も
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
プ
ロ
が
育
つ
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
。

【
答
】
公
共
施
設
の
総
量

縮
減
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

め
り
は
り
の
あ
る
環
境
整

備
に
取
り
組
む
。
広
域
的

な
視
点
で
各
市
が
役
割
分

担
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い
施

設
を
整
備
で
き
れ
ば
、
充

実
し
た
利
用
環
境
と
な
り
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

【
問
】
高
齢
者
福
祉
施
策

の
概
要
は
。

【
答
】
高
齢
者
相
談
セ
ン

タ
ー
の
職
員
を
、
包
括
的

支
援
事
業
の
充
実
の
た
め

に
１
名
と
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
を
見
込
み
、
そ
の

掘
り
起
こ
し
を
担
う
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
を
１

名
の
合
計
２
名
増
員
す
る
。

【
問
】
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
29
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
ワ
ン
コ
イ
ン
が

ん
検
診
に
つ
い
て
、
胃
が

ん
検
診
で
は
、
バ
リ
ウ
ム

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
に
加
え
、

胃
内
視
鏡
検
査
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
し
、
受
診
率

の
向
上
と
、
が
ん
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
て
い
く
。

【
問
】
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
ど
も
、
保
健
な
ど
の
関

係
部
署
や
機
関
を
横
断
し

た
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
問
題
の
抽
出
や
課
題

の
整
理
に
着
手
し
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
景
気
、
市
民
の
暮

ら
し
の
現
状
は
。

【
答
】
３
月
時
点
の
業
況

を
示
す
Ｄ
Ｉ
は
先
行
き
に

つ
い
て
慎
重
な
見
方
、
２

月
家
計
調
査
報
告
で
は
１

世
帯
当
た
り
の
消
費
支
出

は
マ
イ
ナ
ス
1.0
％
の
状
況
。

【
問
】
生
活
保
護
世
帯
に

占
め
る
高
齢
者
世
帯
の
比

率
の
推
移
は
。

【
答
】
23
年
度
末
の
生
活

保
護
世
帯
は

672
世
帯
、
う

ち
高
齢
者
世
帯
は

256
世
帯

で
構
成
比

38.1
％
。
31
年
１

月
末
で
は
、
931
世
帯
に
対

し
443
世
帯
で

47.6
％
。

【
問
】
八
幡
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
を
今
後
ど
う
検

討
し
、
説
明
会
を
行
う
か
。

【
答
】
関
係
機
関
な
ど
と

協
議
し
、
対
策
案
の
実
施

に
向
け
調
整
す
る
。
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
、
説
明
会

を
開
催
し
、
商
工
会
議
所

や
医
師
会
な
ど
に
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

【
問
】
７
月
に
開
催
予
定

の
都
市
計
画
審
議
会
を
中

止
、
延
期
す
る
考
え
は
。

【
答
】
大
規
模
工
場
の
撤

退
は
大
き
な
課
題
で
あ
る

た
め
、
計
画
通
り
進
め
る
。

代表質問

都
市
計
画
道
路
等
の
見
直
し
に
係
る

今
後
の
事
業
展
開
の
考
え
方
は

清
風
会
代
表
　
堀
部
賢
一

高
齢
者
福
祉
施
策
の
概
要
は

公
明
党
市
議
団
代
表
　
井
川
郁
恵

景
気
、
市
民
の
暮
ら
し
の

現
状
は

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団
代
表
　
佐
藤
郁
恵

④

④ＤＩ
　景気局面の判断や、予測と
景気転換点の判定に利用され
る景気動向指数のひとつで、
業況感や景況感といった数値
化しにくい対象を比率化する
ことで、景況の先行きを判定
するもの。
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一般質問

【
問
】
平
尾
地
区
の
暫
定

用
途
地
域
解
消
の
状
況
は
。

【
答
】
地
域
と
の
話
し
合 

い
を
通
じ
29
年
と
31
年
に 

か
け
て
解
消
し
た
。

【
問
】
残
り
６
地
区
の
う

ち
、
次
期
の
候
補
地
区
は
。

【
答
】
基
盤
整
備
状
況
や

防
災
上
の
観
点
か
ら
上
宿

地
区
の
優
先
順
位
が
高
い
。

【
問
】
今
後
の
進
め
方
は
。

【
答
】
手
法
の
検
討
や
地

域
の
意
向
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
慎
重
に
進
め
る
。

【
問
】
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
器
機
能
向
上
教
室

の
状
況
と
今
後
は
。

【
答
】
24
年
か
ら
教
室
数

を
増
や
し
な
が
ら
実
施
し
、

介
護
予
防
に
効
果
が
認
め

ら
れ
る
。
今
後
は
、
有
資

格
者
に
よ
る
地
域
の
指
導

者
の
育
成
も
並
行
し
て
行

い
な
が
ら
、
多
く
の
地
域

で
運
動
習
慣
が
継
続
で
き

る
教
室
の
開
催
を
目
指
す
。

【
問
】
保
育
所
入
所
予
約

事
業
の
現
状
と
今
後
は
。

【
答
】
子
育
て
支
援
の
重

要
な
施
策
と
認
識
。
28
年

度
20
人
か
ら
来
年
度
は
50

人
に
拡
大
し
、
ゼ
ロ
歳
児

の
枠
を
10
人
設
け
る
。

【
問
】
製
造
業
が
有
す
る

課
題
と
そ
の
対
策
は
。

【
答
】
必
要
な
人
材
の
確

保
や
育
成
、
後
継
者
の
確

保
が
困
難
と
い
っ
た
声
の

中
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活

用
や
新
規
設
備
投
資
を
進

め
て
い
る
が
、
人
材
の
確

保
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

【
問
】
企
業
誘
致
状
況
と

工
業
用
地
確
保
対
策
は
。

【
答
】
御
津
１
区
へ
の
企

業
進
出
が
好
調
だ
が
、
白

鳥
地
区
は
分
譲
ま
で
順
調

に
い
っ
て
も
５
、
６
年
は

要
す
る
。
次
の
候
補
地
は
、

31
年
度
の
調
査
で
あ
る
程

度
絞
り
込
み
、
投
資
額
の

算
定
を
行
い
、
選
定
を
予

定
し
て
い
る
。

【
問
】
用
地
開
発
面
以
外

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
企
業
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
港
湾
施
設
の
整
備

や
臨
海
道
路
の
早
期
整
備

を
実
現
す
る
た
め
、
県
の

港
湾
計
画
の
改
定
に
か
か

わ
り
、
東
三
河
の
自
治
体

と
連
携
し
、
国
・
県
へ
の

要
望
活
動
な
ど
で
三
河
港

エ
リ
ア
の
基
盤
整
備
事
業

を
促
進
さ
せ
、
地
域
の
産

業
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

建
築
制
限
緩
和
と
介
護
予
防
事
業
、

保
育
所
予
約
事
業
に
つ
い
て

大
　
野
　
良
　
彦

製
造
業
が
有
す
る
課
題
と

　
　
　
　
　
　
そ
の
対
策
は

神
　
谷
　
謙
太
郎

⑤

⑥

【
問
】
諏
訪
地
区
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
事
業
化

さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

【
答
】
土
地
権
利
者
の
同

意
を
取
る
段
階
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
30
億
円
も

の
市
費
負
担
が
必
要
あ
っ

た
こ
と
、
新
た
な
ビ
ル
の

保
留
床
の
購
入
者
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

の
理
由
か
ら
、
事
業
化
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
。

【
問
】
諏
訪
町
駅
の
駅
前

広
場
を
整
備
す
る
考
え
は
。

【
答
】
多
く
の
課
題
が
あ

り
早
急
な
整
備
は
望
め
な

い
が
、
必
要
性
は
高
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、

関
係
各
課
職
員
に
よ
る
検

討
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
内

部
で
の
検
討
か
ら
始
め
る
。

【
問
】
本
宮
山
と
そ
の
山

麓
に
広
が
る
名
所
を
生
か

し
た
取
り
組
み
は
。

【
答
】
点
在
す
る
観
光
資

源
を
結
び
つ
け
、
各
種
観

光
マ
ッ
プ
を
作
成
し
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い

る
。
本
宮
山
や
山
麓
に
広

が
る
観
光
資
源
の
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
今
後
も
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

諏
訪
地
区
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は

石
　
原
　
政
　
明

⑤ A I（Artificial Intelligence）
　人間が持っている認識や推論などの能力
を、コンピューターでも可能にするための技
術の総称。人工知能。
⑥ＩoＴ（Internet of Things）
　あらゆる物がインターネットを通じてつな
がることによって実現する新たなサービス、
ビジネスモデル、またはそれを可能とする要
素技術の総称。モノのインターネット。

運動器機能向上教室
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一般質問

【
問
】
お
墓
へ
の
行
政
の

関
わ
り
に
つ
い
て
。

【
答
】
24
年
に
、
都
道
府

県
知
事
が
有
し
て
い
た
経

営
許
可
な
ど
の
権
限
が
市

に
移
譲
さ
れ
、
直
接
お
墓

に
係
る
許
認
可
事
務
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
。

【
問
】
葬
儀
や
供
養
に
対

す
る
価
値
観
の
変
化
の
捉

え
方
は
。

【
答
】
家
族
構
成
の
変
化

と
と
も
に
、
葬
儀
も
家
族

葬
や
火
葬
の
み
で
通
夜
や

告
別
式
な
ど
を
行
わ
な
い

直
葬
が
増
え
て
く
る
な
ど
、

価
値
観
の
変
化
は
確
実
に

進
み
つ
つ
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

【
問
】
お
墓
の
無
縁
化
と

継
承
者
不
在
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
全
国
的
に
も
整
備

が
進
ん
で
い
る
、
継
承
者

を
必
要
と
し
な
い
合
葬
式

墓
地
の
導
入
も
有
効
な
対

策
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
公
営
の
合
葬
式
墓

地
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
。

【
答
】
遺
骨
は
管
理
す
る

が
宗
教
的
な
概
念
が
な
い

こ
と
や
、
低
所
得
者
層
に

も
比
較
的
安
価
な
お
墓
を

提
供
で
き
る
こ
と
。

【
問
】
豊
川
公
園
の
施
設

再
配
置
の
考
え
は
。

【
答
】
プ
ー
ル
跡
地
を
含

め
、
庭
球
場
の
再
整
備
の

み
な
ら
ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
、
駐
車
場
の
機

能
強
化
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

広
場
の
充
実
な
ど
を
検
討

す
る
。

【
問
】
豊
川
公
園
の
再
整

備
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

へ
の
影
響
は
。

【
答
】
集
客
性
の
高
い
既

存
の
お
い
で
ん
祭
、
手
筒

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

実
施
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
小
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
、
広
場
の
整
備

や
駐
車
場
機
能
を
強
化
し
、

開
催
し
や
す
い
環
境
と
し

た
い
。

【
問
】
自
由
広
場
の
拡
大

等
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

で
き
る
会
場
を
確
保
す
べ

き
と
考
え
る
が
手
筒
ま
つ

り
の
今
後
の
あ
り
方
は
。

【
答
】
手
筒
ま
つ
り
の
方

向
性
は
白
紙
の
状
態
で
、

引
き
続
き
行
う
場
合
で
も
、

広
場
の
ス
ペ
ー
ス
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
使
い

や
す
い
機
能
を
兼
ね
備
え

た
整
備
と
し
た
い
。

【
問
】
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
必
要
性
は
。

【
答
】
人
口
減
少
に
よ
る

労
働
力
や
税
収
の
低
下
が

自
治
体
運
営
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
の
維
持
や

住
民
の
福
祉
向
上
な
ど
の

た
め
に
重
要
で
あ
る
。

【
問
】
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

【
答
】
豊
川
稲
荷
東
京
別

院
の
節
分
会
で
の
物
産
展

開
催
、
都
市
圏
で
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
俳
優

の
渡
辺
い
っ
け
い
氏
へ
の

広
報
大
使
委
嘱
な
ど
。
市

民
向
け
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

と
よ
か
わ
観
光
も
の
し
り

検
定
な
ど
も
実
施
し
た
。

【
問
】
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
課
題
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】
客
観
的
に
評
価
で

き
る
指
標
の
設
定
が
必
要

で
あ
り
、
引
き
続
き
検
討

す
る
。
今
後
は
、
庁
内
の

連
携
、
情
報
の
共
有
化
、

民
間
と
の
連
携
を
図
り
、

オ
ー
ル
豊
川
と
し
て
取
り

組
む
等
、
定
住
や
交
流
の

増
加
を
目
指
し
た
い
。

お
墓
へ
の
行
政
の
関
わ
り
の
変
遷
は

中
　
村
　
直
　
巳

豊
川
公
園
の
施
設
再
配
置
の

考
え
は

小
　
林
　
琢
　
生

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
必
要
性
は

太
　
田
　
直
　
人

手筒まつりは昭和63年から、毎年８月に行われてきた

とよかわ広報大使に就任した俳優・渡辺いっけいさん
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一般質問

【
問
】
妊
娠
が
わ
か
っ
た

と
き
の
気
持
ち
の
状
況
は
。

【
答
】
29
年
度
は
、
う
れ

し
か
っ
た
以
外
を
選
択
し

た
方
が

116
人
で
全
体
の
7.3

％
あ
っ
た
。

【
問
】
小
・
中
学
校
で
の

性
教
育
の
取
り
組
み
と
避

妊
の
扱
い
は
。

【
答
】
小
学
校
で
は
、
男

女
の
体
の
違
い
等
を
学
習

し
、
中
学
校
で
は
、
小
学

校
よ
り
詳
し
く
、
性
感
染

症
や
そ
れ
を
防
ぐ
方
法
等

も
学
習
す
る
。
避
妊
は
学

習
指
導
要
領
に
な
い
た
め
、

学
習
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

【
問
】
今
後
の
性
教
育
の

考
え
方
は
。

【
答
】
基
本
的
に
は
学
習

指
導
要
領
に
沿
っ
た
学
習

を
行
う
が
、
県
内
他
市
の

状
況
を
情
報
収
集
す
る
。

【
問
】
里
親
制
度
に
つ
い

て
協
力
し
て
い
る
こ
と
は
。

【
答
】
保
護
者
の
元
で
暮

ら
す
こ
と
が
難
し
い
子
供

が
い
る
場
合
に
は
、
児
童

相
談
所
に
直
ち
に
情
報
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
広

報
と
よ
か
わ
に
里
親
を
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
掲
載

す
る
な
ど
し
て
い
る
。

【
問
】
名
古
屋
大
学
は
日

本
共
産
党
豊
川
市
議
団
と

の
懇
談
で
、
用
地
活
用
の

仕
方
を
市
に
指
定
し
て
い

な
い
と
発
言
し
た
が
、
市

の
認
識
は
。

【
答
】
28
年
２
月
19
日
付

総
長
名
の
、
産
業
振
興
な

ど
に
貢
献
し
、
秩
序
あ
る

ま
ち
の
発
展
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
す
る
依
頼
書
の

と
お
り
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
国
、
県
と
協
力
し
、

海
軍
工
廠
遺
跡
保
存
を
進

め
て
い
く
考
え
は
。

【
答
】
平
和
公
園
の
東
側

は
、
造
成
工
事
を
行
っ
て

お
り
計
画
ど
お
り
進
め
る
。

【
問
】
高
齢
者
の
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
に
対
す
る

支
援
の
県
下
の
状
況
は
。

【
答
】
バ
ス
運
賃
の
支
援

は
38
市
中
20
市
、
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
、

38
市
中
23
市
。

【
問
】
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
配
布
の
実
施
の
考
え
は
。

【
答
】
高
齢
者
の
外
出
支

援
に
つ
い
て
は
買
い
物
や

通
院
時
の
交
通
手
段
に
対

す
る
負
担
軽
減
が
目
的
で

あ
り
、
全
て
の
高
齢
者
に

一
律
に
行
う
考
え
は
な
い
。

【
問
】
子
供
の
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

へ
の
助
成
の
考
え
は
。

【
答
】
過
去
に
は
集
団
接

種
が
実
施
さ
れ
た
が
、
平

成
６
年
の
予
防
接
種
法
の

改
正
に
よ
り
定
期
接
種
か

ら
除
か
れ
、
任
意
接
種
と

な
っ
た
。
助
成
を
実
施
し

て
い
る
市
町
村
も
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
調
査
研

究
し
、
近
隣
及
び
県
内
各

市
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

【
問
】
幼
児
教
育
無
償
化

の
対
象
者
及
び
施
設
は
。

【
答
】
対
象
者
は
３
歳
か

ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子

供
と
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
子
供
。
対
象
施
設
は
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、

小
規
模
保
育
事
業
所
、
幼

稚
園
。
認
可
外
保
育
施
設

等
も
、
基
準
が
あ
る
が
無

償
化
対
象
施
設
と
な
る
。

【
問
】
今
後
の
整
備
も
含

め
た
保
育
所
の
展
望
は
。

【
答
】
建
て
替
え
等
に
合

わ
せ
、
増
加
が
見
込
ま
れ

る
３
歳
未
満
児
の
受
け
皿

を
整
備
し
、
多
様
化
す
る

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

虐
待
予
防
の
た
め
の
子
育
て
支
援
と

里
親
制
度
に
つ
い
て

八
　
木
　
月
　
子

名
古
屋
大
学
は
、
用
地
活
用
の
仕
方
を
指
定
し
て

い
な
い
と
発
言
し
た
が
、
市
の
認
識
は

安
　
間
　
寛
　
子

子
供
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
へ
の
助
成
の
考
え
は

浦
　
野
　
隼
　
次

⑦

⑧

⑦妊娠がわかったときの気持ち
　保健センターで、母子保健法
第 15 条に基づく妊娠の届け出
を受ける時に、妊娠がわかった
ときの気持ちを伺う質問項目を
設けている。

⑧用地
　名古屋大学キャンパスマ
スタープラン 2016 に示さ
れた、当時の豊川フィール
ドの東側 9.5ha の土地のう
ち、平和公園以外の 6.5ha
のこと。
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【
問
】
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
は
。

【
答
】
不
特
定
多
数
の
個

人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
掲
載
さ
れ
た
特
定
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
、

投
資
す
る
仕
組
み
。
自
治

体
が
行
う
場
合
、
「
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
と
表
現
さ
れ
、

広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。

【
問
】
本
市
の
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
実
施
到
達
状
況
は
。

【
答
】
30
年
12
月
に
東
三

河
初
と
な
る
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
に
！
エ
ア
コ
ン

設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
。
目
標
額

300
万

円
を
達
成
見
込
み
で
あ
る
。

【
問
】
ふ
る
さ
と
起
業
家

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
検
討
段
階
に
は
至 

っ
て
い
な
い
。
起
業
家
支

援
で
は
31
年
度
か
ら
内
閣

府
の
わ
く
わ
く
地
方
生
活

実
現
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

活
用
し
た
事
業
が
県
を
中

心
に
実
施
予
定
で
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
支
援
は
今
後
の
情
勢

を
見
る
中
で
検
討
す
る
。

【
問
】
防
災
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
中
で
、
市
は
ど
の

よ
う
な
道
路
の
拡
幅
改
良

が
必
要
と
判
断
し
た
か
。

【
答
】
牛
久
保
駅
周
辺
の

交
通
安
全
対
策
の
観
点
か

ら
都
市
計
画
道
路
城
跡
市

役
所
線
の
整
備
に
着
手
し

た
。
ま
た
、
避
難
経
路
な

ど
の
観
点
か
ら
狭
隘
道
路

の
改
善
を
進
め
た
い
。

【
問
】
30
年
度
の
牛
久
保

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
活
動
内
容
は
。

【
答
】
ま
ち
歩
き
を
実
施

し
、
道
路
な
ど
の
改
善
箇

所
等
の
認
識
が
共
有
さ
れ

た
。
ま
た
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
講

演
会
や
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
改
修
補
助
制
度

の
周
知
活
動
を
実
施
し
た
。

【
問
】
今
後
の
協
議
会
に

必
要
な
こ
と
の
認
識
は
。

【
答
】
防
災
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
一
部
を
推
進
す
る

た
め
の
地
区
計
画
を
共
有

し
守
る
活
動
が
重
要
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

連
区
を
巻
き
込
ん
だ
地
域

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
、

地
域
の
防
災
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

倉
　
橋
　
英
　
樹

牛
久
保
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
活
動
内
容
は

柴
　
田
　
輝
　
明

一般質問

⑨

⑩

⑨防災まちづくり計画
　牛久保安心・安全な防災まちづくり計画のことで、豊橋
技術科学大学の支援を受け、地元協議会により、地域の
目指す姿、取組みの方向性を示すものとして策定された。
⑩地区計画
　地区の課題や特徴を踏まえ、住民と自治体とが連携し
ながら、地区の目指すべき将来像を設定し、その実現に
向けて都市計画に位置付けてまちづくりを進めていく手
法。

祭りの寄附や祝儀

年賀状などの
挨拶状

各種スポーツ大会への差し入れ 開店祝いの花輪やお祝い

公職選挙法により政治家は選挙区民にこのようなことができません。

有権者から寄附などを求めることも禁止されています。

本市議会では、市議会議員政治倫理条例により、自筆の答礼であっても年賀状、
暑中見舞いなどのあいさつ状、結婚式を除く祝電や弔電も差し控えています。
皆様の御理解をお願いします。

❶祭りの寄附や祝儀 （神社への献酒や食事代の実費も含む）
❷各種スポーツ大会への差し入れ
❸開店祝いの花輪やお祝い
❹葬式の花輪（親族を除く）
❺お歳暮やお中元
❻卒業、就職、出産などのお祝い

祝



委員会などの開催状況

産
業
建
設
委
員
会

大規模工場跡地の有効な利用を図ります

１
月
21
日

所
管
事
務
調
査

東
三
河
都
市
計
画
の
変
更
及
び
立
地

適
正
化
計
画
の
変
更

　東
三
河
都
市
計
画
の
変
更
及
び
立
地
適
正

化
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　八
幡
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て

用
途
地
域
変
更
等
の
都
市
計

画
手
続
き
を
行
う
目
的
は
。

　公
共
施
設
、商
業
、福
祉
、住

宅
な
ど
多
様
な
機
能
を
集
約
し

た
地
域
拠
点
と
す
る
た
め
。

　大
規
模
な
商
業
系
の
用
途
地

域
に
変
更
す
る
こ
と
の
市
内
商

業
者
へ
の
影
響
は
。

　立
地
す
る
店
舗
、事
業
者
を

特
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

影
響
の
具
体
的
な
検
討
は
難
し

い
。　大

規
模
商
業
施
設
撤
退
後
、

そ
れ
以
外
の
用
途
に
使
え
る
か
。

　ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
改
め

て
検
討
す
る
機
会
が
な
け
れ
ば
、

現
在
の
用
途
地
域
を
踏
襲
す
る
。

【
問
】

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
答
】

産
業
建
設
委
員
会

市営住宅のライフサイクルコストを縮減

１
月
21
日

所
管
事
務
調
査

市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画（
案
）

　市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画（
案
）の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　民
間
ス
ト
ッ
ク
確
保
の
方
法

は
。　市

営
住
宅
の
入
居
基
準
を
満

た
す
方
が
、民
間
の
賃
貸
住
宅

に
入
居
し
た
場
合
の
補
助
や
民

間
の
賃
貸
住
宅
を
市
が
借
り
上

げ
転
貸
す
る
制
度
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
。

　ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

算
出
方
法
は
。

　国
が
定
め
る
算
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。

　県
営
住
宅
と
の
兼
ね
合
い
は
。

　県
営
住
宅
も
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、そ
の

中
で
あ
り
方
が
わ
か
って
く
る
。

【
問
】

【
問
】

【
答
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

　本会議の様子をご覧いただける
議会中継が、パソコンからだけでなく、
スマートフォンやタブレット端末からも
見られるようになりました。ぜひご利用ください。
※ご利用には通信料がかかり、視聴された方の負担となりますので、
　ご注意ください。

議会中継がスマホ、タブレット
でも視聴できます

左のQRコードを読み取るか、インターネット
の検索で「豊川市議会 議会中継」を検索
してください。

お詫びと訂正
　31年２月１日号の15ページでお知ら
せしました、総務委員会の記事のうち、
「宮城県郡山市」とあるのは「福島県
郡山市」の誤りでした。お詫びして、訂
正いたします。

　令和元年５月１日より、豊
川市は予算における会計年
度の名称を「令和元年度予
算」と表記することとなりまし
たが、今号の議会だよりは、
平成３１年３月定例会の内
容のため、名称は「３１年度
予算」で統一しております。
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広 告
財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

議会だより編集委員会 ◎委員長 ○副委員長

佐藤　郁恵、松下　広和、早川　喬俊
◎奥澤　和行、○柴田　訓成

豊川市議会公式 Facebook

豊川市議会公式Facebook

６月
６月
６月
６月
６月
６月
６月
６月

３日
６日
７日
１０日
１３日
１７日
１８日
２０日

（月）
（木）
（金）
（月）
（木）
（月）
（火）
（木）

開会・議案説明
一 般 質 問
一 般 質 問
一 般 質 問
議案付託・一部採決
常任委員会（議案審査）
常任委員会（議案審査）
討論・採決・閉会

１３時３０分
１０時
１０時
１０時
１３時３０分
１０時
１０時
１３時３０分

会期日程予定

令和元年第２回定例会

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみませ
んか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベントな
ど、市内で撮影された写真（未発表のものに限
ります）を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の所有
者の承諾が得られているものに限ります。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙以外
の箇所に掲載させていただくことがあります。

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、
電話番号を明記の上、議会事務局までお送り
ください。（直接持ち込み可）

市議会の活動をより身近に感じ
ていただけるよう、議長の公務
の様子や本会議、委員会の内容
などを、写真を交えて発信して
います。上のQRコードから

アクセスできます。
※通信料は利用者　
　負担です。

次回の
市議会

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます。　

豊川市議会だより 検索




